
 

 
 

 平成 28 年 12 月 20 日、名古屋柳城短期大学専攻科介護福祉 

専攻の学生運営サロン『ぽかぽかサロン』に参加させていただき 

いました。 

 

 ぽかぽかサロンは、名古屋柳城短期大学の近所のお年寄りの憩いの場とし

て、６年程前から始まりました。介護福祉専攻の授業の一環として年３回開

催しています。 

ぽかぽかサロンは企画から片付けまで学生たちで行うのが先輩たちからの

伝統。１１名の学生たちが活躍していました。取材当日はクリスマス会。大

学外に看板を置き、学生がサンタの帽子をかぶりＰＲしていました。 

 

当日のプログラムはクリスマスリースとスノーボールの作品づくり。学生

たちに教えてもらいながら作品をつくりました。作品づくりのあとはコーヒ

ーとお茶をいただきながら参加者がつくった作品を披露。最後にクリスマス

ソングを参加者みんなで歌いお開きとなりました。 

ぽかぽかサロンは回を重ねるごとに口コミで参加者の輪が広がり現在１３

名程の参加があります。当日飛び入りで参加する方もあるそうです。 

ぽかぽかサロンは学生たちの若いパワーで活気があります。学生たちは楽

しい雰囲気づくりを行い、積極的に参加者に声かけをします。また、参加者

同士で今日来ていない方を心配して連絡を取り合うなど住民同士の見守りが

できているのを感じました。   
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



柳城学院について 

    柳城学院は明治 31(1898)年、カナダ聖公会の宣教師マーガレット・ヤング 

氏によって創立された東海地区で一番歴史のある保育者養成校。 

    短期大学に保育科を、専攻科に保育と介護福祉を開設し、加えて 3 つの付属 

幼稚園を設置。卒業生は、幼稚園や保育園、その他さまざまな施設で教師や 

保育士、介護福祉士として活躍しています。 


